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［紀要「能楽研究」第三十九号の発行］
２
０
１
５
年
３
月
別
日
付
で
、
研
究
所
紀
要
「
能
楽
研
究
」
第
胡
号
を
発
行
し
た
。
Ａ
５
版
皿
頁
。
内
容
は
次
の
通
り
。
面
打
ホ
ウ
ラ
イ
考
宮
本
圭
造
写
楽
斎
藤
十
郎
兵
衛
の
家
系
と
活
動
記
録
表
章
研究展望（平成昭年）
宮
本
圭
造
高
橋
悠
介
江
口
文
恵
表
き
よ
し
石
井
倫
子
山
中
玲
子
中
司
由
起
子
伊
海
孝
充
竹
内
晶
子
能楽研究所彙報（平成妬年度）
「
キ
リ
シ
タ
ン
能
」
再
考
ｌ
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
の
原
本
か
ら
ｌ
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ウ
ェ
マ
ー
能
楽
研
究
所
彙
報
（
二
○
一
四
年
四
月
～
二
○
一
五
年
一
一
一
月
）
〔
受
賞
者
〕
森
常
好
（
も
り
つ
れ
よ
し
）
氏
〔贈呈理由〕能楽脇方として研鐵を積んだ氏は、天性の美声
と
柔
ら
か
な
節
扱
い
に
加
え
現
代
演
劇
な
ど
他
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
も
多
く
を吸収し、独自の演劇的センスと安定した芸によって、当代
の
能
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
３
年
〈檀風〉で仙年ぶりの秘曲をみごとに演じ、多くの観客を魅了
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。
〔
主
な
経
歴
〕
宝
生
流
脇
方
。
１
９
５
５
年
ｎ
月
５
日
、
森
茂
好
（
人
［第三十六回観世寿夫記念法政大学能楽賞］
第
三
十
六
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
の
受
賞
者
に
、
２０１４年ｎ月２日（火）に開かれた選考委員会（委員は、松
本
雍
・
み
な
も
と
ご
ろ
う
・
西
野
春
雄
・
観
世
鏡
之
丞
・
増
田
正
人
〔法政大学国際学術支援本部担当常務理事〕・廣瀬克哉〔法政
大学法人本部担当常務理事〕・山中玲子・宮本圭造）の推薦に
基づいて森常好氏と高橋悠介氏の２名が選ばれ、ｎ月７日付
で
田
中
優
子
総
長
名
義
の
通
知
を
各
方
面
に
発
送
し
た
。
贈
呈
理
由
と
受
賞
者
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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〔
受
賞
者
〕
高
橋
悠
介
（
た
か
は
し
ゆ
う
す
け
）
氏
〔
贈
呈
理
由
〕
氏
の
近
著
「
禅
竹
能
楽
論
の
世
界
」
は
、
金
春
禅
竹
の
能
楽
理
論
を
そ
の
背
後
の
宗
教
世
界
や
身
体
論
と
の
関
わ
り
の
中
で
精
繊に読み解き、長らく低迷していた禅竹能楽論研究を確実に
進
め
た
学
術
的
達
成
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。
間
国
宝
）
の
長
男
と
し
て
東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
父
に
師
事
。
１９６３年、７歳のときに〈岩舟〉で初舞台。十代の頃は稽古
が
嫌
い
で
逃
げ
て
い
た
が
、
舞
台
は
好
き
で
、
名
人
上
手
の
能
に
ワ
キ
ッ
レ
と
し
て
座
り
、
直
に
伝
わ
っ
て
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
「
修
行
」
に
な
っ
た
と
い
う
。
都
立
新
宿
高
校
在
学
中
、
能
と
は
無
縁
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
多
く
経
験
す
る
う
ち
、
ど
の
世
界
に
も
プ
ロ
の
仕
事
と
い
う
も
の
が
あ
り
自
分
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
能
の
舞
台
だ
と
気
づ
き、自ら真剣に稽古を重ねるようになった。１９８２年〈道成
寺〉、翌１９８３年に〈張良〉を披き、以来、１９９４年〈卒都
婆小町〉、２０００年〈谷行〉、２００１年〈嬢捨〉、２０１３
年〈檀風〉等、脇方の重い習いの曲を次々と披く。１９９８年
に
は
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
を
受
賞
。
２
０
０
０
年
に
起
ち
上げた能楽伝承プロジェクト「花の会」は能の魅力を伝え正
し
く
継
承
し
て
い
く
企
画
と
し
て
、
現
在
ま
で
阻
回
を
重
ね
て
い
る
。
海
外
公
演
や
復
曲
・
新
作
等
へ
の
参
加
も
多
く
、
現
代
の
能
界
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
趣
味
は
読
書
、
芝
居
や
映
画
の
鑑
賞
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
日
本
能
楽
会
会
員
。
公
益社団法人能楽協会理事。
〔主な経歴〕神奈川県立金沢文庫学芸員。１９７８年１月東
京
生
ま
れ
。
２
０
０
１
年
３
月
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
哲
学
科
美
学
美
術
史
学
専
攻
卒
業
、
２
０
０
３
年
３
月
同
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
し
、
２
０
０
６
年
３
月
に
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
を
単
位
取
得
満
期
退
学
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
を
経
て
、
２
０
０
９
年
４
月
よ
り
現
職
。
２
０
０
９
年
ｎ
月に東京大学より博士（学術）の学位を取得。主な研究分野は、
能
楽
を
中
心
と
し
た
日
本
中
世
文
学
・
文
献
学
、
及
び
中
世
宗
教
思
想
史
。
金
沢
文
庫
に
お
い
て
重
要
文
化
財
・
称
名
寺
聖
教
（
し
ょ
う
ぎ
よ
う
）
の
調
査
を
行
う
一
方
、
能
楽
研
究
に
お
い
て
も
主
に
中
世
の
神
仏
世
界
や
仏
教
史
と
の
関
わ
り
か
ら
能
楽
論
や
能
作
品
の
読
解
を
進
め
て
い
る
。
松
岡
心
平
氏
を
中
心
と
す
る
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
関
係
資
料
の
調
査
・
研
究
、
観
世
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
編
集
に
も
参
画
。
著
書
に
「
禅
竹
能
楽
論
の
世
界
妄
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
２
０
１
４
年
）
、
近
時
の
論
文
に
「
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番綴謡本の周辺」（松岡心平編「観世元章の世界』槍書店、
２０１４年）などがある。法政大学能楽研究所兼任所員、一
般
財
団
法
人
観
世
文
庫
評
議
員
、
観
世
会
荒
磯
能
事
前
講
座
講
師
な
ど
を
つ
と
め
る
。
な
お
贈
呈
式
は
、
次
に
記
す
催
花
賞
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
１
５
年
１
月
別
日
（
金
）
午
後
６
時
半
よ
り
、
ハ
イ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
か
れ
た
。
受
賞
者
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
、
法
政
大
学
関
係
者
、
能
楽
関
係
者
ら
乃
名
の
出
席
の
も
と
に
、
田
中
優
子
総
長
か
ら
賞
状
と
賞金（各釦万円）が贈られ、レセプションに移って歓談の後、
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午
後
８
時
半
過
ぎ
に
散
会
し
た
。
［第二十五回催花賞］
〔
受
賞
者
〕
帆
足
正
規
底
あ
し
ま
き
の
り
）
氏
〔贈呈理由〕氏は森田流笛方として多年にわたって京都の能
楽界を支えるとともに、〈死神×維盛〉をはじめとする新作狂
言
を
数
多
く
発
表
し
、
能
楽
の
新
た
な
世
界
の
開
拓
に
大
き
な
功
績
を
果
た
し
て
き
た
。
京
都
能
楽
嗽
子
方
同
明
会
の
理
事
長
と
し
て
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
離
子
会
を
新
た
に
企
画
す
る
な
ど
、
離
子
方
の
活
性
化
に
尽
力
し
た
点
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。
〔
主
な
経
歴
〕
森
田
流
笛
方
。
１
９
３
１
年
３
月
ｎ
日
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
湘
南
高
校
在
学
中
に
宝
生
流
の
高
橋
進
に
師
事
。
１
９
５
０
年
、
京
都
大
学
文
学
部
（
哲
学
科
美
学
美
術
史
専
攻
）
に
入
学
し
、
在
学
中
よ
り森田流の貞光義次に師事。１９５１年９月に〈班女〉で初舞
台
を
勤
め
る
。
１
９
６
０
年
、
能
楽
協
会
入
会
。
１
９
６
８
年
５
月
に
〈道成寺〉（シテ山本真義）。その後、〈翁〉〈清経音取〉〈鶏鵡小
町〉等を披く。２００３年、京都能楽雛子方同明会の理事長
に就任。「嚇子堂」を京都コンサートホールで企画するなど、
能
楽
嚇
子
の
宣
伝
・
普
及
に
も
努
め
る
。
こ
れ
ま
で
〈
死
神
〉
（１９８１年）、〈維盛〉（１９８５年）、〈ふろしき〉
（１９９６年）、〈はらべ山〉（１９９９年）、〈仁壬と運慶と泥
棒と〉（２０００年）など、新作狂言を多数執筆。中でも、
１
９
８
１
年
に
渋
谷
ジ
ァ
ン
ジ
ァ
ン
で
茂
山
千
之
丞
の
演
出
に
よ
り
初
演
さ
れ
た
く
死
神
〉
は
、
そ
の
後
再
演
を
重
ね
、
既
に
狂
言
茂
山
家
の
し
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
新
作
能
に
、
福
山
大
島
能
楽堂の委嘱で執筆されたく鞆のむろの木〉（２００２年）、京
都
薪
能
に
上
演
さ
れ
た
観
世
・
金
剛
共
演
の
〈
紅
葉
賀
〉
（
２
０
０
８
年
）
が
あ
る
。
能
楽
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
も
数
多
く
、
２
０
０
０
年
４
月
に
始
ま
っ
た
能
楽
タ
イ
ム
ズ
の
連
載
「
気
ま
ま
見
た
ま
ま
思
う
ま
ま
」
は
、
２
０
０
８
年
９
月
ま
で
百
回
に
及
ん
で
い
る
。
趣
味
は
古
書
・
陶
器
・
落
語
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
日
本
能
楽
会会員。［研究・調査活動］
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
２
０
１
３
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
認
定
を
受
け
て
開
始
し
た
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
も
二
年
め
に
入
り
、
テ
ー
マ
設
定
型
共同研究四種（①能楽研究所所蔵資料に基づく文献学的・国
語
学
的
研
究
、
②
江
戸
時
代
の
能
楽
に
つ
い
て
の
学
際
的
研
究
、
③
能
楽
の
演
出
・
技
法
に
関
す
る
総
合
的
研
究
、
④
国
際
的
視
野
に
基
づ
く
新
た
な
方
法
論
構
築
の
た
め
の
能
楽
研
究
）
お
よ
び
公
募
型
共
同
研
究
五
件
が
順
調
に
活
動
を
進
め
た
。
本
年
度
の
主
な
活
動
成
果
は
以
下
の
と
お
り
。
こ
の
他
、
各
チ
ー
ム
の
研
究
進
捗
状
況
等
の
詳
細
は
「
能
楽
の国際・学際的研究拠点」のウェブサイトおよび、拠点の活
動報告である］自白巳を参照されたい。
●
シ
リ
モ
ン
ポ
ー
ン
・
ス
リ
ャ
ウ
ォ
ン
バ
イ
サ
ー
ン
氏
特
別
講
演
会
「謡曲における親子の表現ｌことわざの引用に注目して」
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第
一
部
「金春家文書伝来の経緯」宮本圭造（法政大学能楽研究所教授）
「金春禅竹の交流圏と翁論ｌ『明宿集』を通してｌ」
高橋悠介（金沢文庫学芸員）
「役者として、師匠としてｌ禅鳳自筆謡本をめぐる一一、三
の問題ｌ」
石井倫子（日本女子大学教授）
第
二
部
●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
春
家
文
書
の
世
界
ｌ
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
みｌ」
９
月
田
日
（
月
）
於
亜
法
政
大
学
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
●
能
楽
学
会
例
会
能
の
伝
承
と
「
素
人
」
７
月
羽
日
（
火
）
於
亜
法
政
大
学
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
会
議
室
Ｂ
研
究
発
表
「素人と玄人の共演形態が生み出した演奏慣習」
藤田隆則（京都市立芸術大学教授）
「「秋田城介型付」の性質ｌ独自所作の検討を通してｌ」
中司由起子（法政大学能楽研究所兼任所員）
「
御
部
屋
役
者
考
Ｉ
高
井
平
右
衛
門
と
山
田
市
之
丞
の
履
歴
を
中
心
にｌ」
宮本圭造（法政大学能楽研究所教授）
ホ
ー
ル
５
月
８
日
（
木
）
於
亜
法
政
大
学
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
会
議
室
Ｃ
●
第
十
八
回
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
楽
の
現
在
と
未
来
」
於
叩
法
政
大
学
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
第
１
日
皿
月
岨
日
（
日
）
「現代に生きる能楽ｌさまざまな「現場」から」
【趣旨説明】「能楽の現在と未来ｌいま考えてみたいこと」
山中玲子（法政大学能楽研究所所長）
【インタビュー】「守っていくもの変わっていくものｌ現代に
おける能の輪郭」
観世喜正（能楽師観世流シテ方）
●展示「金春家文書の世界ｌ文書が語る金春家の歩みｌ」
９月ｎ日（金）～如月６日（月）於恥法政大学ポァソナードタ
ワ
ー
・
博
物
館
展
示
室
「金春流型付の展開ｌ被相伝者から見る金春安照型付ｌ」
深澤希望（法政大学大学院博士後期課程）
「家芸断絶の危機はどう乗り越えられたかｌ金春八左衛門
本の持つ意味ｌ」
宮本圭造（法政大学能楽研究所教授）
「道を継ぐ者達への遺言ｌ「安住行状之大概』を読むｌ」
小林健二（国文学研究資料館教授）
第
三
部
宗
家
に
聞
く
金春安明（シテ方金春流八十世宗家）
聞き手函山中玲子（法政大学能楽研究所所長）
宮本圭造（法政大学能楽研究所教授）
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第
３
日
ｎ
月
皿
日
（
月
）
「能楽と西洋音楽」
【講演】「能楽から新しいオペラへ」
細川俊夫（作曲家）
［鼎談】細川俊夫・青木涼子（能×現代音楽アーティスト）．
第
２
日
、
月
別
日
（
日
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
エ
ッ
セ
ン
ス
・
能
の
か
た
ち
」
【報告１】「どこまでが能だったのか？ｌ歴史的に見た能の輪
郭」
横山太郎（跡見学園女子大学准教授）
【報告２】「学生が作る新作能ｌ演劇学の授業に能をどう組み
込むか」
竹内晶子（法政大学教授）
【報告３］「現代演劇と能」
小田幸子（能狂言研究家・明治学院大学非常勤講師）
【報告４】「「現代能楽集」の作業ｌ錬肉工房の挑戦」
岡本章（演出家・明治学院大学教授）
［全体討議】
【報告］「世界の能を目指すｌ宇高通成とＩＮＩ国際能楽研究
△万」
デ
ィ
エ
ゴ
・
ペ
レ
ッ
キ
ア
（立命館大学アート・リサーチセンター客員研究員）
【インタビュー】「能楽の可能性と普及－人Ｔなにをすべきか」
野村万蔵（能楽師和泉流狂言方）
【全体討議］
●
研
究
集
会
よ
み
が
え
る
鼓
胴
ｌ
山
崎
家
伝
来
「
錠
図
祷
梨
」
の
音
色
を
聴
く
Ｉ
２
月
〃
日
（
金
）
於
亜
法
政
大
学
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
「山崎家旧蔵小鼓伝書の概要」
高桑いづみ（東京文化財研究所無形文化遺産部
無
形
文
化
財
研
究
室
室
長
・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
客
員
研
究
員
）
「実演とお話」
小鼓函成田達志（幸流小鼓方能楽師）
謡函坂真太郎（観世流シテ方能楽師）
聞
き
手
卵
高
桑
い
づ
み
●
研
究
集
会
江
戸
初
期
筆
「
秋
田
城
介
型
付
」
の
復
元
血
報
告
と
討
議ｎ
月
別
日
（
月
）
於
辨
法
政
大
学
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
「〈花月〉復元の報告」中司由起子（法政大学能楽研究所兼任所員）
「「秋田城介型付」における〃ヨセイＬ
柳瀬千穂（法政大学大学院博士後期課程）
「討議」
井上貴覚（シテ方金春流能楽師）
柳
瀬
千
穂
・
中
司
由
起
子
宮本圭造（司会）
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ｏ○日ご囚爲四ばくのの（ロロ］○開口。■四目。。庁豈の円庁豈の昌回ｏ巳再四ｓ註○口のどの
刊
行２
０
１
３
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
大
学
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
開
催
し
た
能
の
演
技
に
つ
い
て
の
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
討
論
会
の
英
文
に
よ
る
報
告
集
。
能
と
京
劇
の
演
技
を
比
能楽資料叢書３「東北大学附属図書館蔵秋田城介型付』の刊行
江
戸
時
代
初
期
の
能
の
実
態
を
伝
え
る
型
付
の
翻
刻
。
秋
田
城
介
が
下問少進らから教わった型を書き留めた資料。〈白楽天・定
家・船弁慶〉など、銘曲を所収する。
能楽資料叢書２「金春安住集「歌舞後考録」「御用留筐の刊行
金春八左衛門安住の記した「御用留宇「歌舞後考録」（能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵
）
の
翻
刻
。
前
者
は
天
明
２
～
３
年
、
安
住
が
江
戸
城
等
に
出
勤
し
た
際
の
覚
書
や
書
上
な
ど
の
記
録
。
後
者
は
文
政
４
～
６
年
に
か
け
て
の
出
勤
記
録
、
及
び
そ
の
際
の
注
意
事
項
等
を
書
き
留
め
た
も
の
。
能
楽
資
料
叢
書
１
「
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
」
の
刊
行
江
戸
初
期
に
大
蔵
虎
清
が
ま
と
め
た
間
狂
言
・
風
流
の
演
出
に
関
す
る伝書（法政大学鴻山文庫）の翻刻。風流咀曲・間狂言剛曲の
装
束
付
、
離
子
等
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。
他
に
虎
清
に
関
す
る
資
料
三篇を付録として収める。
シンポジウム「金春家文書の世界ｌ文書が語る金春家の歩
み１△（９月旧日）
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
等
所
蔵
の
資
料
を
用
い
た
、
金
春
歴
代
大
夫
の
事
績
等
に
関
す
る
６
本
の
発
表
と
元
金
春
流
宗
家
の
宗
家
の
鼎
談
。
題目については［研究・調査活動］の共同利用
・共同
研究拠
点
認
定
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
能
楽
研
究
叢
書
４
「
野
上
豊
一
郎
の
能
楽
研
究
』
の
刊
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
誕
伽
年
野
上
豊
一
郎
の
能
楽
研
究
を
検
証
す
る」（２０１３年度開催）の報告集。講演の記録、発表をもと
に
し
た
論
文
等
と
、
能
楽
研
究
所
蔵
の
野
上
文
庫
蔵
書
目
録
・
野
上
豊
一郎著作目録を収める。
［教育・普及活動］
シ
リ
モ
ン
ポ
ー
ン
・
ス
リ
ャ
ウ
ォ
ン
パ
イ
サ
ー
ン
氏
特
別
講
演
会
「謡曲における親子の表現ｌことわざの引用に注目して」
（５月８日）
タ
イ
国
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
文
学
部
東
洋
言
語
学
科
シ
リ
モ
ン
ポ
ー
ン
・
ス
リ
ヤ
ウ
ォ
ン
パ
イ
サ
ー
ン
教
授
に
よ
る
、
親
子
に
つ
い
て
表
現
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
諺
を
分
類
・
精
査
し
た
講
演
。
較する論文や、能の表現方法や演技の特徴などを述べた講演、
能
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
競
演
の
記
録
等
を
収
め
る
。
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第十八回法政大学能楽セミナー「能楽の現在と未来」（扣
月旧日～Ⅲ月ｎ日）
能
楽
に
お
け
る
新
し
い
試
み
（
新
作
能
や
英
語
能
等
）
が
伝
統
的
な
能
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
い
、
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
、
研
究
者
・
能
楽
師
・
演
出
家
等
様
々
な
立
場
か
ら
報
告
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
討
議
、
講
演
を
行
っ
た
。
題
目
に
つ
い
て
は
［
研
究
・
調
査
活
動
］
の
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
認
定
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
［資料の受贈］
襖間金記氏より、ＳＰレコード「小督、八島」および複製
Ｃ
Ｄ
の
寄
贈
を
受
け
た
。
ま
た
、
小
澤
弘
二
氏
よ
り
、
謡
本
（
宝
生
流
、
観
世
流
）
、
能
楽
関
係
書
籍
、
お
よ
び
レ
コ
ー
ド
（
Ｌ
Ｐ
、
シ
ン
グ
ル
他
）
の
寄
贈
を
受
け
た
。
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
櫻
間
金
記
氏
・
小
澤
弘
二氏のご芳志に対し厚く御礼申し上げる。
［所員の活動］
山
中
玲
子
「
元
章
時
代
の
小
書
と
そ
の
演
出
意
図
ｌ
小
書
一
覧
表
・
「
小
書
型
付
』
展示「金春家文書の世界ｌ文書が語る金春家の歩みｌ」
（９月咀日～扣月６日）
能
楽
研
究
所
若
窟
文
庫
等
所
蔵
資
料
の
金
春
家
に
関
わ
る
資
料
を
学
内
の
博
物
館
展
示
室
に
て
、
展
示
公
開
。
９
月
旧
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウムと連動した展示。
由ご『の⑩のご①のｑ］の旨Ｚ・盲目・ロ・］・空の白目・二目二日○忽の日の墨
画ｓ蔑亀・冒具尋の冒喜三、（能楽研究叢書３）
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
〃
年
３
月
「研究展望（平成別年作品研究巨「能楽研究」胡号〃年３月
［講演・研究発表・対談等］
「
所
作
単
元
」
再
考
」
能
楽
学
会
第
咀
回
大
会
於
亜
早
稲
田
大
学
別
年
６
月
「能ｌ動く文学の研究」
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
第
Ⅲ
回
大
会
於
魂
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学
別
年
８
月
「
能
楽
の
現
在
と
未
来
ｌ
い
ま
考
え
て
み
た
い
こ
と
」
「
守
っ
て
い
く
も
の
変
わ
っ
て
い
く
も
の
ｌ
現
代
に
お
け
る
能
の
輪
郭」（観世喜正氏との対談）
「能楽の可能性と普及ｌ今なにをすべきか」（野村万蔵氏との
対談）
連
続
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
楽
の
現
在
と
未
来
」
第
一
回
於
皿
法
政
大
学
別
年
、
月
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
能
の
エ
ッ
セ
ン
ス
・
能
の
か
た
ち
」
全
体
討
議
司
会
連
続
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
楽
の
現
在
と
未
来
」
第
二
回
翻刻ｌ」（他にコラム執筆）「観
世
元
章
の
世
界
」
槍
書
店
別
年
６
月
「
世
阿
弥
の
『
風
情
芒
「
世
阿
弥
の
世
界
一
京
都
観
世
会
別
年
ｎ
月
「能〈江口〉の描くもの」
「
観
世
」
Ⅲ
巻
ｎ
号
別
年
ｎ
月
「〈檀風〉「孝養」の習事ｌ死者を悼む演技をめぐってｌ」
『
文
学
』
咀
巻
２
号
〃
年
３
月
240
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造
「観世元章とその時代」（ほかに元章小事典・コラムも担当）
『
観
世
元
章
の
世
界
』
桧
書
店
別
年
６
月
「能操り」覚書
「
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
８
号
加
年
６
月
ヨ仮面譜』の成立」
「
能
楽
研
究
」
銘
号
別
年
７
月
「明和九年の観世元章上京をめぐる新資料」
『
鏡
仙
」
〃
号
別
年
７
月
「ヤマの祭りと芸能」
「
三
シ
山
大
祭
と
祭
り
の
こ
こ
ろ
』
別
年
８
月
「
レ
ン
ズ
が
と
ら
え
た
能
楽
史
⑫
」
『
能
と
狂
言
」
ｎ
号
別
年
８
月
「島根比布智神社の「風姿花伝」」
「
世
阿
弥
の
世
界
」
京
都
観
世
会
別
年
ｎ
月
「
観
世
文
庫
の
文
書
松
前
藩
「
松
竹
」
小
謡
文
句
に
つ
き
書
留
」
於
函
法
政
大
学
別
年
、
月
「
素
人
作
者
の
能
の
特
徴
」
国
立
能
楽
堂
公
開
講
座
於
亜
国
立
能
楽
堂
別
年
ｎ
月
。型付』と所作単元ｌ能の技芸を伝える方法Ｉ」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伝
統
芸
能
の
伝
承
と
人
材
育
成
ｌ
茶
道
と
能
の
現
場からｌ』
於
函
法
政
大
学
〃
年
３
月
「
所
作
と
所
作
を
つ
な
ぐ
意
識
ｌ
能
楽
と
「
間
Ｅ
国際学会「「間（ま）と間（あいだ）」ｌ日本の文化・思想の
可能性」
於
亜
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
大
学
〃
年
３
月
「
観
世
』
Ⅲ
巻
ｎ
号
別
年
ｎ
月
「能〈高砂〉の変容」
「
観
世
』
駆
巻
１
号
〃
年
１
月
「能楽は日本固有の芸能か」
「
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ア
ジ
ア
』
〃
年
１
月
「キリシタン能は存在したか」
「
上
智
大
学
国
文
学
論
集
」
咄
号
〃
年
１
月
解説「妙庵玄又手沢五番綴謡本・淵田虎頼等節付一番綴謡本」
平
成
二
十
六
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
「
松
井
家
の
能
」
〃
年
１
月
「面打ホウライ考」
「
能
楽
研
究
」
胡
号
〃
年
３
月
「大和の村落祭祀と能」「
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
」
咀
号
〃
年
３
月
「野上豊一郎の能面研究」
能
楽
研
究
叢
書
４
『
野
上
豊
一
郎
の
能
楽
研
究
」
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「能楽の国際・学際的研究拠点」
〃
年
３
月
「
造
り
山
の
舞
台
と
芸
能
Ｉ
幸
有
・
丹
鶴
・
能
ｌ
」
『播磨国総社三シ山大祭調査報告書」〃年３月
「能界展望（平成別年と
『
能
楽
研
究
』
銘
号
別
年
７
月
「
研
究
展
望
（
平
成
羽
年
×
単
行
本
と
『
能
楽
研
究
』
胡
号
〃
年
３
月
劇評「暗闇で聞く古典芸能」
『
朝
日
新
聞
」
朋
年
６
月
「「松江城下の町人と能楽」刊行に寄せて」
「
山
陰
中
央
新
報
」
沁
年
８
月
劇評「狂言ござる乃座」
「
朝
日
新
聞
」
別
年
ｎ
月
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劇
評
「
横
浜
能
楽
堂
特
別
公
演
綾
鼓
」
「
朝
日
新
聞
』
〃
年
２
月
［講演・研究発表等］
「
御
部
屋
役
者
考
ｌ
高
井
平
右
衛
門
と
山
田
市
之
丞
の
履
歴
を
中
心
に
ｌ
」
能
楽
学
会
例
会
於
亜
法
政
大
学
別
年
７
月
「ご蚕ヨ・『の□ｇｏ宮、三・昏邑〕の言のｓの言の①自官・詩のの］・邑目』
四目号貝」
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
第
Ⅲ
回
大
会
於
叩
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学
別
年
８
月
「大和の村落祭祀と能」
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仮
面
が
語
る
芸
能
の
世
界
」
於
四
万
葉
文
化
館
加
年
９
月
「金春家文書伝来の経緯」
「家芸断絶の危機はいかに乗り越えられたか」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
春
家
文
書
の
世
界
ｌ
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
みｌ」
於
亜
法
政
大
学
別
年
９
月
「現代に生きる能楽」全体討議司会
連
続
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
楽
の
現
在
と
未
来
」
第
一
回
於
卵
法
政
大
学
朋
年
皿
月
「能楽と西洋音楽」鼎談（細川俊夫氏・青木涼子氏と）
連
続
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
楽
の
現
在
と
未
来
」
第
三
回
於
函
法
政
大
学
別
年
ｎ
月
「
民
俗
芸
能
の
視
点
か
ら
見
る
能
面
」
国
際
研
究
集
会
「
見
つ
め
る
能
面
・
能
面
を
見
つ
め
る
」
於
卵
神
戸
女
子
大
学
別
年
、
月
公
開
講
座
「
能
「
求
塚
」
の
魅
力
を
探
る
」
鏡
仙
会
〃
年
２
～
３
月
［展示］
表
き
よ
し
「日本の伝統文化（能・狂言）とアジア」
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ｎ
世
紀
ア
ジ
ア
」
成
文
堂
別
年
４
月
「研究展望（平成皿年能楽史研究）」『能
楽
研
究
」
銘
号
別
年
７
月
「世阿弥の〈頼政〉をめぐって」
「
観
世
」
Ⅲ
巻
９
号
槍
書
店
加
年
９
月
弓風姿花伝』について思うこと」
「
世
阿
弥
の
世
界
」
京
都
観
世
会
別
年
ｎ
月
「
研
究
展
望
（
平
成
別
年
能
楽
史
研
究
と『能
楽
研
究
』
羽
号
〃
年
３
月
［講演］
「
オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
シ
リ
ー
ズ
講
座
・
世
阿
弥
を
読
む
（
夢
跡
一
紙
・
書状と
於
皿
青
山
生
涯
学
習
館
別
年
５
月
「オフィスしみかんシリーズ講座・世阿弥を読む（金島書）」
於
函
青
山
生
涯
学
習
館
別
年
７
月
「補巌寺建碑刈周年記念行事講演・世阿弥と補巌寺」
於
蕊
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
別
年
８
月
「楽しく能を知る会講演・江戸時代の諸藩と能楽」
於
叩
豊
岡
市
城
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
妬
年
８
月
「
鏡
仙
会
公
開
講
座
・
能
と
の
新
た
な
出
会
い
Ⅷ
」
「金春家文書の世界」企画・展示解説
於
叩
法
政
大
学
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
Ⅲ
階
展
示
室
別
年
９
月
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小
林
健
二
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
６
『
狂
言
絵
彩
色
や
ま
と
絵
』
編
著
勉
誠
出
版
別
年
６
月
「描かれた能楽の世界（３）～（皿巨
『
金
春
月
報
』
別
年
４
～
ｎ
月
能楽資料叢書２「金春安住集「歌舞後考録』『御用留匡編集
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「能楽の国際・学際的研究拠点」
〃
年
３
月
［講演・研究発表等］
「
唱
導
説
話
と
芸
能
」
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
説
話
文
学
会
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
於
亜
専
修
大
学
別
年
９
月
「
変
革
期
に
お
け
る
幸
若
舞
曲
の
展
開
ｌ
絵
画
化
を
軸
と
し
て
ｌ
」
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー 於
卵
鏡
仙
会
能
楽
研
修
所
別
年
８
～
９
月
「鵜沢久の会・「松風」をよく知る為の事前講座」
於
函
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
別
年
、
月
「オフィスしみかん講座・仏原曲目研究会」
於
叩
鎮
仙
会
能
楽
研
修
所
別
年
、
月
「オフィスしみかん講座・葛城曲目研究会」
於
亜
鏡
仙
会
能
楽
研
修
所
〃
年
１
月
「
逗
子
市
能
狂
言
公
演
事
前
講
座
能
『
杜
若
・
恋
之
舞
」
の
魅
力
」
於
函
逗
子
市
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
〃
年
２
月
石
井
倫
子
「〈鐘巻〉から〈道成寺〉へ」「
青
葉
乃
会
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
別
年
ｎ
月
「研究展望（平成幼年と
『
能
楽
研
究
」
第
銘
号
朋
年
７
月
「研究展望（平成昭年と
『
能
楽
研
究
」
第
胡
号
町
年
３
月
［講演・研究発表等］
「
能
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
ｌ
宝
生
宗
家
に
聞
く
ｌ
」
能
楽
学
会
例
会
於
函
法
政
大
学
別
年
５
月
「
娯
楽
と
し
て
の
謡
・
舞
」
能
楽
水
先
案
内
能
の
地
平
を
拓
く
・
２
於
恥
日
本
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
別
年
５
月
「世阿弥以降の能作者たち⑤「金春禅鳳」」国立能楽堂公開
講
座
於
皿
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
別
年
８
月
「
役
者
と
し
て
、
師
匠
と
し
て
ｌ
禅
鳳
自
筆
謡
本
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問題ｌ」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
春
家
文
書
の
世
界
ｌ
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
みＩ」
於
亜
法
政
大
学
別
年
９
月
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
第
ｕ
回
大
会
於
函
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学
別
年
８
月
「
道
を
継
ぐ
者
達
へ
の
遺
言
ｌ
「
安
住
行
状
之
大
概
」
を
読
む
」
パ
ネ
リ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
春
家
文
書
の
世
界
ｌ
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
みｌ」
於
亜
法
政
大
学
別
年
９
月
「
百
花
練
乱
ｌ
江
戸
時
代
の
絵
巻
・
絵
本
ｌ
」
大
阪
大
谷
大
学
博
物
館
講
座
於
亜
大
阪
大
谷
大
学
別
年
、
月
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豊
島
正
之
「キリシタン版の二」彊冨聖書引用に就て」
『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
犯
号
〃
年
３
月
「キリシタン文献の表記の揺れと統一」
「
上
智
大
学
国
文
学
論
集
」
咄
号
〃
年
１
月
［講演・研究発表等］
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
全
て
」
上
智
大
学
公
開
講
座
「
キ
リ
ス
ト
教
講
座
第３回」
於
皿
上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
別
年
７
月
［解説文・翻訳］
「
重
要
文
化
財
ド
チ
リ
ー
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
天
草
版
」
解
説
東
洋
文
庫
監
修
東
洋
文
庫
善
本
叢
書
２
勉
誠
出
版
別
年
９
月
『
サ
ク
ラ
メ
ン
タ
提
要
長
崎
版
』
解
説
東
洋
文
庫
監
修
東
洋
文
庫
善
本
叢
書
４
勉
誠
出
版
別
年
、
月
「
フ
ロ
ス
ク
リ
ー
長
崎
版
』
解
説
東
洋
文
庫
監
修
東
洋
文
庫
善
本
叢
書
６
勉
誠
出
版
〃
年
３
月
「
能
の
物
語
世
界
」
能
楽
水
先
案
内
於
皿
日
本
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
別
年
ｎ
月
「〈葵上〉を観る」日本女子大学附属中学校能楽鑑賞会事前講
座
於
率
日
本
女
子
大
学
西
生
田
成
瀬
講
堂
〃
年
１
月
［解説文・翻訳等］
「
能
楽
対
談
将
来
を
見
据
え
て
宝
生
和
英
・
石
井
倫
子
」
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
第
川
号
別
年
６
月
伊
海
孝
充
「門外漢の能楽研究ｌ野上豊一郎の視座」
能
楽
研
究
叢
書
４
「
野
上
豊
一
郎
の
能
楽
研
究
」
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「能楽の国際・学際的研究拠点」
朋
年
３
月
「王屋謡本の研究（二」
「
能
楽
研
究
」
邪
号
別
年
７
月
。
親
任
（
大
聖
寺
と
の
成
立
背
景
と
復
曲
の
意
義
」
「
い
せ
さ
き
能
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
〃
年
１
月
「
孝
養
讃
と
し
て
の
能
「
調
伏
曾
我
ｌ
能
に
お
け
る
「
親
子
恩
愛
」
の
問
題」
「
タ
イ
国
日
本
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
論
文
報
告
書
」
〃
年
３
月
「明窓浄机」
「金春月報」朋年４月～〃年３月
「世阿弥が語らなかった能の姿」
「
世
阿
弥
の
世
界
」
京
都
観
世
会
発
行
別
年
、
月
「元章小事典」
「
観
世
元
章
の
世
界
』
槍
書
店
恥
年
６
月
「真田復曲』
『
真
田
』
復
曲
検
討
会
別
年
、
月
「研究展望（平成皿年）狂言」
「
能
楽
研
究
」
紹
号
別
年
７
月
「研究展望（平成別年）狂言」
「
能
楽
研
究
」
胡
号
〃
年
３
月
［講演・研究発表等］
「世阿弥以降の能作者たち③「宮増」」国立能楽堂公開講座
於
亜
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
別
年
６
月
「
曾
我
虎
」
か
ら
曾
我
物
の
展
開
を
考
え
る
」
２
０
１
４
年
度
世
阿
弥
忌
セ
ミ
ナ
ー
於
叩
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
妬
年
８
月
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中
司
由
起
子
「枕ノ段の型の研究ｌ扇を投げる．衣を被く」
「
能
楽
研
究
』
銘
号
別
年
７
月
能楽資料叢書３『東北大学附属図書館蔵秋田城介型付』
「
秋
田
城
介
型
付
」
研
究
会
（
江
口
文
恵
・
中
司
由
起
子
・
深
澤
希
望・柳瀬千穂）
江
ロ
文
恵
「
観
世
大
夫
家
と
大
徳
寺
ｌ
大
徳
寺
文
書
に
見
る
戦
国
期
の
観
世
大
夫
家の動向」（「元章小事典」も担当）
「
観
世
元
章
の
世
界
」
槍
書
店
別
年
６
月
「研究展望（平成胆年）（単行本こ『
能
楽
研
究
』
第
紹
号
朋
年
７
月
弓葛巻昌興日記』所引能楽記事稿（天和四年・貞享元年分こ
（共著）
「
演
劇
研
究
」
第
紹
号
〃
年
３
月
「研究展望（平成別年）能楽論」「能楽研究」第別号〃年３月
「能の曾我物の成立と展開ｌ「調伏曾我」を中心にｌ」
タ
イ
国
日
本
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
於
函
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
別
年
８
月
「
復
曲
「
真
田
」
に
つ
い
て
」
第
５
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
狂
言
於
叩
平
塚
市
中
央
公
民
館
朋
年
ｎ
月
「
番
外
曲
「
親
任
」
に
つ
い
て
」
第
、
回
い
せ
さ
き
能
於
亜
伊
勢
崎
市
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
〃
年
１
月
高
橋
悠
介
特別展図録「徒然草と兼好法師」
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「能楽の国際・学際的研究拠点」
〃
年
３
月
「
梅
若
六
郎
家
蔵
「
伝
授
免
状
扣
」
翻
刻
」
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
（
加
賀
谷
真
子
・
氣
多
恵
子
・
小
林
實
・
土
谷
桃
子
・
中
司
由
起
子
・
深
澤
希
望
・
別
府
真
理
子
・
三
浦
裕
子
）
「
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
朋
号
〃
年
３
月
「
能
楽
対
談
古
希
記
念
能
楼
間
金
記
」
「国立能楽堂公演番組解説」「
国
立
能
楽
堂
」
朋
年
４
月
～
〃
年
３
月
「金春会定期能番組解説」
沁
年
４
月
～
〃
年
３
月
「元章小事典」（書上・新改正・寺町百庵・習事の項目）
「
観
世
元
章
の
世
界
」
槍
書
店
別
年
６
月
［講演・研究発表等］
「
ア
マ
チ
ュ
ア
の
記
し
た
型
付
の
特
徴
ｌ
「
秋
田
城
介
型
付
』
を
中
心
にｌ」
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
第
Ⅲ
回
大
会
於
率
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学
別
年
８
月
「〈花月〉復元の報告」「江戸初期筆「秋田城介型付」の復
元函報告と討議」
於
函
法
政
大
学
朋
年
ｎ
月
「
伝
統
芸
能
シ
リ
ー
ズ
能
へ
の
誘
い
」
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
於
亜
首
都
大
学
東
京
〃
年
２
月
、
３
月
心
能
櫻
間
金
記
」
能
楽
書
林
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
川
号
肥
年
９
月
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神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
別
年
４
月
「中世寺社の空間・テクスト・技芸ｌ「寺社圏」のパースペ
ク
テ
ィ
ヴ
』
（
ア
ジ
ア
遊
学
型
大
橋
直
義
・
藤
巻
和
宏
・
高
橋
悠
介
編
勉
誠
出
版
別
年
６
月
「観世元章手沢・石畳艶出模様紺表紙一番綴謡本の周辺」、
「
元
章
小
事
典
」
「
観
世
元
章
の
世
界
』
槍
書
店
別
年
６
月
「称名寺の千字文説草と杉本寺」『金
沢
文
庫
研
究
』
捌
号
〃
年
３
月
［講演・研究発表等］
「
世
阿
弥
以
降
の
能
作
者
た
ち
②
「
金
春
禅
竹
上
国
立
能
楽
堂
公
開
講座
於
四
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
別
年
５
月
荒磯能事前講座「箙・半蔀・善界」
於
叩
梅
若
能
楽
学
院
会
館
別
年
５
月
荒磯能事前講座「班女・安達原」
於
函
梅
若
能
楽
学
院
会
館
別
年
９
月
「
伝
憲
深
撰
「
灌
頂
印
明
口
決
』
に
つ
い
て
」
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
第
鍋
回
定
例
研
究
会
於
率
大
正
大
学
邪
年
５
月
「農□のぐの］・旨の具。［甸・日］畳・口・【筐国の口冨さ・目已寄白目］旨、
国【自巳］①の日向自呂の薯（愛染明王の造形の展開と在欧遺例）」
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
第
Ⅲ
回
大
会
於
函
リ
ュ
ブ
リ
ヤ
ナ
大
学
別
年
８
月
「金春禅竹の交流圏と翁論ｌ「明宿集』を通して」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
春
家
文
書
の
世
界
Ｉ
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
みＩ」
於
亜
法
政
大
学
別
年
９
月
「
建
治
三
年
の
宝
珠
制
作
」
日
本
仏
教
綜
合
研
究
学
会
第
咀
回
大
会
於
亜
立
正
大
学
大
崎
校
舎
邪
年
ｎ
月
「
日
前
国
懸
と
内
侍
所
」
紀
州
地
域
学
共
同
研
究
会
第
５
回
例
会
於
麺
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
〃
年
３
月
［蔵書の出品・掲載］
①
勉
誠
出
版
発
行
の
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
刊
６
『
狂
言
絵
彩
色
や
ま
と
絵
』
に
「
能
狂
言
絵
つ
く
し
』
「
は
や
う
る
し
」
の
画
像
掲載を許可した。（２０１４年６月刊行）
②槍書店発行「横道萬里雄の能楽講義ノート〈嚇子編〉」の参
考
資
料
と
し
て
山
崎
家
旧
蔵
小
鼓
胴
『
錠
図
蒋
梨
」
の
掲
載
を
許
可
した。（２０１４年皿月刊行）
③
淡
交
社
発
行
の
月
刊
茶
道
誌
「
淡
交
』
２
０
１
４
年
６
月
号
に
掲
載
の
神
津
朝
夫
氏
の
連
載
「
年
表
で
み
る
茶
の
湯
と
同
時
代
史
」
に
「光悦謡本（色替り異装本皀「大原御幸」の画像使用を許可
した。
④
読
売
新
聞
大
阪
本
社
発
行
「
読
売
新
聞
夕
刊
」
２
０
１
４
年
５
月
別
日
付
伝
統
芸
面
「
吉
野
琴
復
曲
試
演
の
会
」
記
事
に
「
一
一
曲
三
体人形図』「天女舞」の画像掲載を許可した。
⑤ＮＨＫ中高生向け教育番組「、昌皀ボックス国語／古文・
漢
文
」
「
狂
言
」
（
２
０
０
７
年
制
作
）
の
再
放
送
、
お
よ
び
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
天
正
狂
言
本
」
の
映
像
再
使
用
を
許
可
し
た
。
⑥
東
京
文
化
財
研
究
所
発
行
「
か
た
ち
」
再
考
ｌ
開
か
れ
た
語
り
の
ためにｌ」に『堀池宗活章句本」「呉服」、『塵芥抄』の画
像掲載を許可した。（２０１４年Ⅲ月刊行）
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⑦槍書店発行の高桑いづみ箸『能・狂言謡の変遷函世阿弥か
ら
現
代
ま
で
』
の
付
載
資
料
と
し
て
『
塵
芥
抄
員
「
下
問
少
進
手
沢
車屋謡本』「杜若」ほか９点、「室町末期筆長頼本』「呉服」、
「金春喜勝節付本』「呉服」、「番外曲舞・語り七十一番』
「龍田川辺」「広元」、「小舞秘書全豈海道下」、「鷺定経相
伝鷺流伝書」「海道下」の画像掲載を許可した。（２０１５
年２月刊行）
③槍書店発行「観世」平成別年９月号特別企画「能の大成者
たち」に掲載の表きよし氏の論文「世阿弥の〈頼政〉をめ
ぐ
っ
て
」
に
黒
川
春
村
旧
蔵
「
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
」
。
、
面
の
こ
と
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
⑨平凡社発行の創立Ⅲ周年記念特別号「別冊太陽日本美術
史
入
門
』
に
「
光
悦
謡
本
（
特
製
本
屋
「
野
の
宮
」
の
画
像
掲
載
を
許可した。（２０１４年、月刊行）
⑩
京
都
観
世
会
発
行
「
世
阿
弥
の
世
界
卵
観
阿
弥
生
誕
六
八
○
年
世
阿弥生誕六五○年記念』に「一一曲三体人形図』「女体」「天
女舞」の画像掲載を許可した。（２０１４年、月刊行）
⑪三弥井書店発行の鈴木健一編『天空の文学史函太陽・月・
星』「世阿弥の月ｌ〈融〉〈姥捨ｘ江口〉〈井筒〉にみる反復と
混
靖
Ｉ
」
に
「
能
御
絵
鑑
」
「
融
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（２０１４年ｎ月刊行）
⑫
岩
崎
書
店
発
行
『
新
版
日
本
の
伝
統
芸
能
は
お
も
し
ろ
い
観
世
清和と能を観よう』に「一一曲三体人形図』「童舞」ほか４
点、「弘化勧進能絵巻』「畳場入込場之図」「場中売物之図」、
錦絵「町入能図」の画像掲載を許可した。（２０１５年３
月刊行）
⑬淡交社発行「年譜でたどる琳派Ⅲ年」に「光悦謡本（色替
り異装本こ「大原御幸」の画像掲載を許可した。（２０１５
年１月刊行）
⑭柏書房発行の山本博文、堀新、曽根勇二編著『豊臣秀吉の
古
文
書
』
に
「
天
正
拾
年
三
月
九
日
付
、
観
世
彦
右
衛
門
あ
て
羽
柴
秀吉折紙」の資料掲載を許可した。（２０１５年１月刊行）
⑮小学館発行「サライ』２０１５年２月号「琳派Ⅲ年記念特
集
本
阿
弥
光
悦
と
俵
屋
宗
達
」
に
『
光
悦
謡
本
（
特
製
本
こ
「
道
成
寺
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑯
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
唐
紙
～
千
年
の
文
様
の
美
～
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
２０１５年１月Ⅲ日放送／ＢＳプレミアム３月肥日放送）
に「光悦謡本』「大原御幸」の画像使用を許可した。
⑰
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
発
行
「
論
集
Ｘ
」
に
掲
載
の
坂
本
清
恵
氏
の
論
文
「
金
春
禅
竹
の
胡
麻
章
Ｉ
施
譜
法
と
ア
ク
セ
ン
ト
反
映
度
」
に
「
五
音
三
曲
集
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
（
２
０
１
５
年２月刊行）
⑱
能
楽
学
会
発
行
「
能
と
狂
言
」
旧
号
に
掲
載
の
坂
本
情
恵
氏
の
論
文
に
「
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
」
「
江
く
ち
」
の
画
像
使
用
を
許
可した。（２０１５年５月刊行）
⑲横浜能楽堂で開催された特別展「番組でみる明治の能楽」
展
示
の
た
め
、
明
治
期
の
能
番
組
ほ
か
ｎ
種
類
合
計
弱
点
の
資
料
貸
出
を
許
可
し
た
。
（
会
期
唾
２
０
１
４
年
ｎ
月
加
日
～
２
０
１
５
年
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⑳東洋音楽学会発行「東洋音楽研究」第門号に掲載の丹羽幸
江氏の論文に『本多上野介旧蔵観世身愛章句本」「融」「袖
さむき」の画像使用を許可した。（２０１４年８月刊行）
⑪汲古書院発行の鈴木彰他編「いぐさと物語の中世』に掲載
の小秋元殿氏の論文「「吾妻鏡』刊本小考」に、図版とし
て
引
用
す
る
た
め
『
光
悦
謡
本
（
特
製
本
と
「
鞍
馬
天
狗
」
の
「
平
家」「平」活字部分、「光悦謡本（上製本こ「鞍馬天狗」の
「平家」「平」活字部分の掲載を許可した。（２０１５年８
月刊行）
⑫
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
『
Ⅲ
分
曲
名
著
ブ
ッ
ク
ス
世
阿
弥
風
姿
花
伝』の番組テキストに「弘化勧進能絵巻」「舞台桟敷一覧
之図」「舞台・階・掛之図」の掲載を許可した。（２０１５
年２月刊行）
⑳笠間書院発行の田中優子編「日本人は日本をどうみてきた
か
》
江
戸
か
ら
見
る
自
意
識
の
変
遷
』
に
掲
載
の
竹
内
晶
子
氏
の
コ
ラム「世阿弥能にみる日本意識」に「能御絵鑑」「班女」
の画像掲載を許可した。（２０１５年２月刊行）
⑭
解
放
出
版
社
発
行
の
村
崎
修
二
編
著
「
愛
猿
奇
縁
猿
ま
わ
し
復
活
の
旅
」
に
「
能
楽
図
絵
』
「
靭
猿
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（２０１５年４月刊行）
⑳己昌ぐの『のご＆国、冒昌可ののの発行『因・ａ①の旨国白の⑩》己〕の
因＆二三の〔埠目のご目呂目＆○一巳債①冒二①＆の二］呂目」
に
「
二
曲
三
体
人
形
図
」
「
老
躰
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（２０１６年５月刊行）
⑳
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
着
想
の
マ
エ
ス
ト
ロ
乾
山
見
参
！
」
展
の
図
録
掲
載
の
た
め
『
光
悦
謡
本
（
特
製
本
巨
「
卒
塔
婆小町」「藤戸」、「光悦謡本（上製本こ「大原御幸」「うと
ふ
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
（
会
期
“
２
０
１
５
年
５
月
〃
日
～７月別日）
⑰
朝
日
新
聞
出
版
発
行
「
週
刊
マ
ン
ガ
日
本
史
」
改
訂
版
別
号
「
観
阿
弥
・
世
阿
弥
」
の
再
販
に
つ
き
「
二
曲
三
体
人
形
図
』
「
老
体
」
ほ
か
３
点
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（
２
０
１
５
年
９
月
刊
行
）
⑳昭和音楽大学発行「昭和音楽大学研究紀要」８－．窪に掲載
の丹羽幸江氏の論文に『宗節謡秘書」、「石田少左衛門盛直
節附本』「江口」「老松」「松風」の画像掲載を許可した。
（２０１５年３月刊行）
⑳
根
津
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
尾
形
光
琳
川
年
忌
記
念
特
別
展
「燕子花と紅白梅」」展の図録掲載のために、「光悦謡本（上
製本臣「盛久」ほか４点、『光悦謡本（上製異植本）」「紅葉
狩
」
、
「
光
悦
謡
本
（
色
替
り
異
装
本
屋
「
大
原
御
幸
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
（
会
期
率
２
０
１
５
年
４
月
肥
日
～
５
月
Ⅳ
日
）
⑳国立能楽堂発行「国立能楽堂調査研究」ｇ一・℃に掲載の中嶋
謙
昌
氏
の
巻
頭
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
「
宝
生
流
作
物
図
」
「
浦
島
」
の
画像掲載を許可した。（２０１５年３月刊行）
⑪
シ
ュ
ハ
リ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
発
行
『
日
本
料
理
全
集
プ
ロ
ロ
ー
グ巻』（英語版、日本語版、イタリア語版）に「光悦謡本
（
色
替
り
本
皀
「
海
士
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（
日
本
語
版
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⑫
三
重
県
発
行
「
三
重
県
史
』
資
料
編
「
古
代
・
中
世
」
に
『
天
正
十
一
年
九
月
十
日
織
田
信
雄
知
行
宛
行
状
』
ｓ
天
正
十
一
年
九
月
十
日
付
、
観
世
宗
拶
あ
て
織
田
信
雄
折
紙
ど
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
（２０１５年３月刊行）
⑬
和
泉
書
院
発
行
『
伊
藤
正
義
中
世
文
華
論
集
第
三
巻
金
春
禅
竹
の
研
究
』
に
「
六
輪
一
露
之
記
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（２０１６年１月刊行）
⑭
鎌
倉
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
源
氏
物
語
」
の
展
示
パ
ネ
ル
、
お
よ
び
展
覧
会
図
録
に
『
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
』
「
あ
ふ
ひ
の
上
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
（
会
期
叩
２
０
１
５
年
４
月
妬
日
～
７
月
５
日
）
［雑報］
◇
高
村
雅
彦
氏
が
兼
担
所
員
に
就
任
高村雅彦氏（デザイン工学部教授）が２０１４年４月１日付
で兼担所員に就任した。
◇
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
氏
が
兼
担
所
員
・
運
営
委
員
を
退
任
スティーヴン・ネルソン氏（文学部教授）が２０１４年３月
Ⅲ日付で兼担所員および運営委員を退任した。
◇
客
員
研
究
員
の
委
嘱
共同利用・共同研究拠点（能楽の国際・学際的研究拠点）公
募
型
共
同
研
究
課
題
採
択
者
お
よ
び
研
究
分
担
者
に
対
し
て
、
規
程
に
基づき客員研究員を委嘱した。
◇
外
国
人
客
員
研
究
員
の
受
入
外
国
人
客
員
研
究
員
と
し
て
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
（
米
国
坂本清恵（日本女子大学文学部教授）
高
桑
い
づ
み
（
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
無
形
文
化
財
研究室長）
シ
ュ
ウ
ェ
マ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
大
学
院
比
較
文学科・博士課程後期）
以
上
、
任
期
２
０
１
４
年
４
月
１
日
～
２
０
１
５
年
３
月
別
日
長
崎
巌
（
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
）
渡邊雅子（学習院大学客員研究員・非常勤講師）
ジ
ョ
イ
ス
・
デ
ニ
ー
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ティーチングアシスタント）
門脇幸恵（国立能楽堂事業推進課調査資料係主任）
児
玉
竜
三
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
）
飯
島
満
（
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
部
長
）
今岡謙太郎（武蔵野美術大学造形学部教授）
中
尾
薫
（
大
阪
大
学
文
学
部
准
教
授
）
寺田詩麻（早稲田大学文学部非常勤講師）
横山太郎（跡見学園女子大学文学部准教授）
以
上
、
任
期
２
０
１
４
年
６
月
２
日
～
２
０
１
５
年
３
月
別
日
井川繭子（松竹大谷図書館館員）
別府真理子（武蔵野大学能楽資料センター研究室員）
以
上
、
任
期
２
０
１
４
年
６
月
〃
日
～
２
０
１
５
年
３
月
Ⅲ
日
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シ
カ
ゴ
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
・
文
明
学
部
准
教
授
）
を
受
け
入
れ
た
。
（受入期間》２０１３年ｎ月１日～２０１４年９月別日）氏の
研究課題は「能の所作を記録するメディアの発達と、その技
術誇示に利用された「能」の文化的価値」
ま
た
、
マ
シ
ュ
ー
・
ト
マ
ス
・
チ
ャ
ド
ノ
ー
氏
（
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
大
学
院
東
ア
ジ
ア
言
語
・
文
学
部
博
士
課
程）を受け入れた。（受入期間叩２０１３年９月１日～２０１４
年
ｎ
月
別
日
）
氏
の
研
究
課
題
は
「
金
春
禅
竹
が
書
い
た
謡
曲
に
お
け
る
女
人
成
仏
の
問
題
と
旧
世
紀
の
日
本
の
政
治
的
緊
張
」
◇研究補助員（共同利用・共同研究拠点関係）の採用
２
０
１
４
年
４
月
１
日
付
で
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
研
究
活
動
の
遂
行
に
あ
た
る
た
め
の
研
究
補
助
者
と
し
て
能
楽
研
究
所
兼
任
所
員
の
中
司
由
起
子
氏
を
、
ま
た
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
人
文科学研究科日本文学専攻博士後期課程在籍の深澤希望氏を
引き続き採用した。
◇事務嘱託職員（共同利用・共同研究拠点関係）の採用
２
０
１
４
年
５
月
１
日
付
で
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
担
当
の
事
務
嘱
託
と
し
て
、
松
浦
奈
緒
氏
を
採
用
し
た
。
◇臨時職員（夜間閲覧業務）の採用
２
０
１
３
年
度
に
引
き
続
き
、
２
０
１
４
年
４
月
１
日
付
で
藤
井
月
菜氏を採用した。
［２０１４年度の所員名と関連委員名］
◎
所
員
◎
運
営
委
員
議
長
所
長
委
員
専
任
所
員
委
員
兼
担
所
員
所
長
・
専
任
所
員
教
授
専
任
所
員
教
授
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
兼
担
所
員
文
学
部
准
教
授
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
兼
担
所
員
デ
ザ
イ
ン
エ
学
部
教
授
兼
担
所
員
デ
ザ
イ
ン
エ
学
部
教
授
兼
任
所
員
国
士
舘
大
学
教
授
兼
任
所
員
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
兼
任
所
員
日
本
女
子
大
学
教
授
兼
任
所
員
上
智
大
学
教
授
兼
任
所
員
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
兼
任
所
員
兼
任
所
員
事
務
事
務
事
務
山
中
宮本星野 山中
玲
子
宮
本
圭
造
星
野
勉
小
秋
元
段
伊
海
孝
充
鈴
木
靖
竹
内
晶
子
岩
月
正
見
高
村
雅
彦
表
き
よ
し
小
林
健
二
石
井
倫
子
豊
島
正
之
高
橋
悠
介
中
司
由
起
子
江
口
文
恵
渡
部
英
司
岩
佐
容
子
松
浦
奈
緒圭玲
勉造子
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◎
法
政
大
学
能
楽
賞
選
考
委
員
委
員
長
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
委
員
委
員
長
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
委
貝
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
◎
法
政
大
学
能
楽
振
興
基
金
委
員
委
員
長
国
際
学
術
支
援
本
部
委
貝
法
人
本
部
担
当
常
務
委
貝
写
真
家
委
貝
法
政
大
学
名
誉
教
授
委
貝
能
楽
研
究
者
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
委委委委委委
員員員員員員
兼兼兼兼兼兼
担担担担担担
所所所所所所
員員員員員員
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
写
真
家
法
政
大
学
名
誉
教
授
能
楽
研
究
者
能
楽
研
究
所
所
長
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
◎共同利用・共同研究拠点公募型共同研究課題専門委員
増
田
正
人
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
宮山廣増
本中瀬田
宮山羽西服廣増
本中田野部瀬田
小
秋
元
段
伊
海
孝
充
鈴
木
靖
竹
内
晶
子
岩
月
正
見
高
村
雅
彦圭玲克正
造子哉人
圭玲春冬克正
造子昶雄樹哉人
◎
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
運
営
委
員
委
員
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
福
田
好
朗
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
貝
文
学
部
教
授
小
秋
元
段
委
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
委
員
理
工
学
部
教
授
八
名
和
夫
委
貝
山
口
県
立
大
学
教
授
稲
田
秀
雄
委
員
神
戸
女
子
大
学
教
授
大
谷
節
子
委
貝
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
喜
正
委
員
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
佐
藤
禎
一
委
貝
早
稲
田
大
学
教
授
竹
本
幹
夫
委
貝
明
治
学
院
大
学
教
授
ワ
ト
ソ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
委委委委委委委
員員員員員員員
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
能
楽
評
論
家
日
本
女
子
大
学
教
授
法
政
大
学
名
誉
教
授
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
能
楽
研
究
所
所
長
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
廣
瀬
克
哉
松
本
雍
み
な
も
と
ご
ろ
う
西
野
春
雄
観
世
銭
之
丞
山
中
玲
子
宮
本
圭
造
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〔
受
贈
図
書
〕
☆
単
行
本
〔
受
入
順
。
＊
印
は
寄
贈
者
。
書
名
・
著
者
・
発
行
年
・
発
行
者
の
順
。
著
者
お
よ
び
編
者
が
発
行
し
て
い
る
場
合
は
、
発行者は省略。〕
『
柳
川
文
化
資
料
集
成
第
二
集
安
東
省
養
集
翻
字
編
』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
別
＊
柳
川
市
ゴザの⑦昌已のＳＺ・弓・［弓のｚ畳・己ヱニコ】の言．①⑬
国昌の圓日員の：【岳の字三丘・皀寄己の耳○二（岸）～三）」
四
ｓ
胃
已
向
目
目
の
耳
著
平
朋
＊
国
立
能
楽
堂
百国帛凄目白国崖串国。。【ご匡邑〕の旨・の日］砦目日本の舞台
芸術を知る」
＊国際演劇協会白目へ【三両のｎｏ）日本センター編平別
冒凶帛凄ヨ白雪凄串因。。【岩］一己〕①畳①ど〕【・己世界の舞台
芸術を知る』
委委委委委委
員員員員員員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
喜
正
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
小
林
健
二
金
沢
大
学
教
授
西
村
聡
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
財
研
究
室
長高
桑
い
づ
み
＊国際演劇協会白目へごＺ向の、。）日本センター編平那
『
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
そ
の
５
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界の現代戯曲」
平
別
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
「松江城下の町人と能楽（山陰研究ブックレット３）」
小
林
准
士
著
平
肥
＊
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
『
愛
知
県
史
資
料
編
Ⅲ
領
主
１
（
近
世
７
臣
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
平
朋
＊
愛
知
県
「鴻山文庫蔵能楽資料解題下（第三部）付・狂言・資料他』
＊
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
平
別
『京都花街の経営学』
＊
西
尾
久
美
子
箸
平
阻
東
洋
経
済
新
報
社
「
京
都
花
街
、
人
育
て
の
極
意
舞
妓
の
言
葉
』
＊
西
尾
久
美
子
箸
平
別
東
洋
経
済
新
報
社
「おもてなしの仕組み京都花街に学ぶマネジメント」
＊
西
尾
久
美
子
箸
平
朋
中
央
公
論
新
社
『
永
青
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告
集
第
２
集
能
面
と
能
道
具
」
熊
本
県
立
美
術
館
編
平
朋
＊
門
脇
幸
恵
「下田文庫蔵書目録（下田益三・雄三氏旧蔵）」
平
妬
＊
東
海
能
楽
伝
承
会
「
越
前
出
目
家
の
系
図
の
謎
解
き
」
＊
保
田
紹
雲
箸
平
朋
「
岩
倉
具
視
の
能
楽
再
興
を
支
え
た
人
物
久
米
邦
武
と
能
楽
展
資
料集』
＊
久
米
美
術
館
編
平
別
「
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
６
狂
言
絵
彩
色
や
ま
と
絵
」
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
編
平
沁
勉
誠
出
版
252
「復曲能「吉野琴」謡本」
味
方
健
・
片
岡
九
郎
右
衛
門
他
編
平
別
＊
京
都
観
世
会
「
國
學
院
大
学
所
蔵
古
典
籍
解
題
中
世
散
文
文
学
篇
」
＊
國
學
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
編
平
別
國
學
院
大
學
「能界情報おもてうら堀上謙評論・随想集」
＊
掘
上
謙
著
平
別
能
楽
書
林
「元伯宗旦の研究」
＊
中
村
静
子
箸
平
朋
思
文
閣
出
版
「観世元章の世界」
松
岡
心
平
編
平
別
＊
槍
書
店
「
面
打
ち
長
澤
氏
春
』
金
春
信
高
・
中
村
公
一
箸
昭
閃
毎
日
新
聞
社
＊
加
藤
泰
昭
。真田」復曲」
梅
若
万
三
郎
監
修
平
朋
檜
書
店
＊
伊
海
孝
充
『
天
空
の
文
学
史
太
陽
・
月
・
星
』鈴木
健
一
編
平
朋
＊
三
弥
井
書
店
『
観
阿
弥
誕
生
六
八
○
年
・
世
阿
弥
誕
生
六
五
○
年
記
念
世
阿
弥
の
世界』
＊
京
都
観
世
会
編
平
朋
「別冊太陽「日本美術史入門匡河
野
元
昭
監
修
平
別
＊
平
凡
社
「
カ
ラ
ー
百
科
写
真
と
古
図
で
見
る
狂
言
七
十
番
』
＊
田
口
和
夫
編
平
別
勉
誠
出
版
「城瑞別院善徳寺虫干法会』
＊
阿
部
泰
郎
監
修
平
別
城
瑞
別
院
善
徳
寺
「能楽研究所創立仙周年記念第４回試演能〈鐘巻〉謡本」
平
４
＊
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
『能楽研究珊号」
＊
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
平
別
「盆山屏風に息づく中世の盆栽」
＊
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
編
平
朋
「
濱
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
能
面
・
狂
言
面
」
上
田
市
立
博
物
館
編
平
別
＊
倉
沢
正
幸
『横道萬里雄の能楽講義ノート〈離子編〉」横道萬里雄の能
楽
講
義
ノ
ー
ト
出
版
委
員
会
編
平
朋
＊
槍
書
店
「
図
録
平
成
別
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
松
井
文
庫
創
立
三
十
周
年
記
念
松
井
家
の
能
」
＊
国
立
能
楽
堂
編
平
〃
「年譜でたどる琳派Ⅲ年』
河
野
元
昭
監
修
平
〃
＊
淡
交
社
「観世元章の世界」
＊
松
岡
心
平
編
平
〃
槍
書
店
「
世
阿
弥
風
姿
花
伝
』
土
屋
恵
一
郎
著
平
〃
＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
「
芸
術
学
事
始
め
宇
宙
を
招
く
も
の
」
＊
小
林
道
憲
著
平
〃
中
央
公
論
新
社
『
受
容
と
抵
抗
西
洋
科
学
の
生
命
観
と
日
本
」
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
〃
『百年後の検証・中国人の日本留学およびその日本観」
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
〃
「
笑
謡
現
代
語
訳
と
解
説
」
＊
大
場
材
風
著
平
別
文
芸
社
「
能
・
狂
言
謡
の
変
遷
世
阿
弥
か
ら
現
代
ま
で
」
＊
高
桑
い
づ
み
箸
平
〃
桧
書
店
「
か
た
ち
」
再
考
開
か
れ
た
語
り
の
た
め
に
」
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＊
東
京
文
化
財
研
究
所
編
平
別
「
日
本
人
は
日
本
を
ど
う
み
て
き
た
か
江
戸
か
ら
見
る
自
意
識
の
変
遷』
田
中
優
子
編
平
〃
＊
笠
間
書
院
「観世清和と能を観よう』
小
野
幸
惠
箸
平
〃
＊
岩
崎
書
店
『論集Ｘ秋永一枝先生米寿記念」
＊
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
平
別
「同旨局のの一・口の皀昏の冒三の］す］①函騨８日己閏四牙①の白身・【皀呂
目』・弓①『島田亘三宮＆ご目の」
三
】
・
富
の
一
言
号
・
口
目
旦
寄
時
・
夢
昌
自
民
Ｐ
箸
平
〃
＊
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
（
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際的研究拠点」）
「ギリシア悲劇と能における「劇展開迄
二・］・スメサースト箸平別＊法政大学能楽研究所（共同
利用・共同研究拠点「能楽の国際・学際的研究拠点」）
「
黒
川
能
面
装
束
図
譜
」
黒
川
能
面
装
束
図
譜
製
作
実
行
委
員
会
編
平
別
＊
黒
川
能
保
存
会
『日本のアイデンティティとアジア」
平
〃
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
『「日本意識」の未来》グローバリゼーションと「日本意識匡
平
〃
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
『
野
上
豊
一
郎
の
能
楽
研
究
』
伊
海
孝
充
編
平
〃
＊
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研究拠点」
☆
雑
誌
・
紀
要
な
ど
〔
特
記
し
た
以
外
は
発
行
所
か
ら
の
寄
贈
誌
名
・
号数・発行年・発行所の順〕
〈雑誌など〉
葵
徳
川
美
術
館
だ
よ
り
恥
Ⅱ
～
Ⅱ
（
平
別
．
ご
岩
瀬
文
庫
だ
よ
り
恥
皿
～
妬
（
平
別
・
〃
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
お
も
て
皿
～
皿
号
（
平
別
・
〃
）
大
槻
能
楽
堂
観
世
Ⅲ
巻
４
号
～
Ｍ
巻
３
号
（
平
別
・
〃
）
槍
書
店
観
世
九
皐
会
定
例
会
５
月
～
５
月
（
平
朋
・
〃
）
観
世
九
皐
会
喜多流職分会自主公演能６月～４月（平別・〃）
喜
多
流
職
分
会
喜
多
流
青
年
能
第
珊
回
喜
多
流
職
分
会
能
お
お
し
ま
草
紙
別
号
（
平
別
）
喜
多
流
大
島
能
楽
堂
橘
香
印
巻
１
～
ｎ
号
（
平
別
）
梅
若
研
能
会
汲
古
冊
号
（
平
別
）
汲
古
書
院
京都薪能開回（平別）
京
都
能
楽
会
藝
能
加
号
（
平
ご
藝
能
学
会
用白乙餡己ぐ○一・寵～霊（平朋・〃）セクターエイティエイト
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
川
邪
～
銘
（
平
別
・
〃
）
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
弘
号
（
平
別
）
国
文
学
研
究
資
料
館
『
続
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
」＊関
屋
俊
彦
箸
平
〃
関
西
大
学
出
版
部
「
愛
猿
奇
縁
猿
ま
わ
し
復
活
の
旅
』
村
崎
修
二
編
著
平
〃
＊
解
放
出
版
社
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国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
第
〃
回
会
議
録
国
文
学
研
究
資
料
館
国
立
能
楽
堂
柵
～
川
号
（
平
妬
．
ご
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
８
房
（
平
別
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
金
剛
の
能
第
２
回
～
第
１
回
（
平
別
・
〃
）
東
京
金
剛
会
金
春
月
報
駈
巻
４
号
～
珊
巻
３
号
（
平
朋
・
〃
）
金
春
月
報
編
集
部
噛
り
Ｗ
～
朋
号
（
平
別
．
ご
近
松
応
援
団
サントリー美術館ニューズ川～脳号（平別・〃）サン
ト
リ
ー
美
術
館
紫
明
羽
・
弘
号
（
平
別
）
紫
明
の
会
せ
ん
だ
い
市
史
通
信
釦
～
妬
号
（
平
朋
・
〃
）
仙
台
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
地方史情報Ⅲ～皿（平妬・〃）
岩
田
書
院
鍍
仙
剛
～
慨
号
（
平
朋
・
〃
）
鍍
仙
会
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
旧
号
（
平
別
）
東
海
能
楽
研
究
会
名
古
屋
芸
能
文
化
別
号
（
平
〃
）
名
古
屋
芸
能
文
化
会
日
本
研
究
蛆
・
別
集
（
平
別
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
能
Ⅲ
～
柵
号
（
平
別
・
辺
京
都
観
世
会
能
楽
タ
イ
ム
ズ
川
～
町
号
（
平
別
・
辺
能
楽
書
林
能
楽
の
友
〃
～
刑
号
（
平
朋
・
〃
）
能
楽
の
友
社
能
楽
連
盟
報
Ｗ
・
朋
号
（
平
別
）
新
潟
県
能
楽
連
盟
能
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅲ
～
Ⅲ
号
（
平
朋
・
〃
）
観
世
会
能
と
狂
言
ｎ
号
（
平
別
）
能
楽
学
会
橋がかり４月～３月（平朋・〃）
横
浜
能
楽
堂
書
陵
部
紀
要
開
号
〔
陵
墓
編
貝
平
別
）
宮
内
庁
書
陵
部
〈大学紀要〉
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
銘
号
（
平
〃
）
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会
青山語文“号（平別）
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
朝
日
大
学
一
般
教
育
紀
要
胡
号
（
平
ご
朝
日
大
学
教
養
教
育
委
員
会
研
究
成
果
専
門
部
会
文
学
史
研
究
別
号
（
平
邪
）
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
語
文
皿
・
川
輯
（
平
別
）
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
待
兼
山
論
叢
銘
号
（
平
別
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
旧
号
（
平
別
）
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
廣
田
鑑
賞
会
能
羽
回
（
平
別
）
廣
田
鑑
賞
会
大
和
座
通
信
Ⅲ
号
（
平
〃
）
大
和
座
狂
言
事
務
所
鎮仙会予定番組２０１５年（平別）
鎮
仙
会
東
京
文
化
財
研
究
所
概
要
２
０
１
４
（
平
塑
東
京
文
化
財
研
究
所
柳
川
古
文
書
館
購
入
文
書
目
録
Ｉ
（
平
塑
柳
川
古
文
書
館
柳
川
古
文
書
館
年
報
平
成
妬
年
度
（
平
別
）
柳
川
古
文
書
館
月
刊
茶
道
誌
「
淡
交
」
６
月
号
（
平
迺
淡
交
社
高
精
細
画
像
に
よ
る
文
化
財
研
究
３
号
（
平
朋
）
関
西
学
院
大
学
博
物
館
開
設
準
備
室
展
覧
会
『
聖
な
る
光
に
照
ら
さ
れ
て
聖
書
か
ら
生
ま
れ
た
美
』
図
録
（平別）
関
西
学
院
大
学
博
物
館
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言
語
文
化
学
研
究
日
本
語
日
本
文
学
編
９
号
（
平
妬
）
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部
言
語
文
化
学
科
文
藝
論
叢
皿
・
冊
号
（
平
迺
大
谷
大
學
文
藝
學
會
岡大国文論稿岨号（平別）
岡
山
大
学
文
学
部
言
語
国
語
国
文
学
会
国
語
国
文
学
会
誌
冊
号
（
平
〃
）
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
国
語
国
文
刈
号
（
平
別
）
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
学
的
号
（
平
〃
）
関
西
大
学
国
文
学
会
斯道文庫論集⑲輯（平〃）
慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
］・ロ日巴・【弓の宙目］ｑ・【庁弓『のＱｏＰ）ｚ・・四（平別）
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
８
号
（
平
亜
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
文
學
論
究
刈
冊
（
平
〃
）
國
學
院
大
學
國
文
學
會
駒
澤
國
文
矼
号
（
平
別
）
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
実
践
国
文
学
別
・
〃
号
（
平
朋
・
〃
）
実
践
国
文
学
会
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
弱
集
（
平
沁
）
実
践
女
子
大
学
別
冊
年
報
Ｘ
Ⅳ
調
号
（
平
別
）
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
人
文
学
報
棚
号
（
平
別
）
首
都
大
学
東
京
人
文
科
学
研
究
科
国
文
学
科
紀
要
犯
号
（
平
〃
）
上
智
大
学
国
文
学
科
国
文
学
論
集
蝸
号
（
平
〃
）
上
智
大
学
国
文
学
会
日
本
文
学
紀
要
学
苑
Ⅲ
号
（
平
〃
）
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
成
躍
國
文
〃
号
（
平
別
）
成
膜
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
近
松
研
究
所
紀
要
邪
号
（
平
〃
）
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
中
央
大
学
国
文
冊
号
（
平
〃
）
中
央
大
学
国
文
学
会
山
邊
道
茄
号
（
平
別
）
天
理
大
学
国
語
国
文
学
会
湘
南
文
学
咄
号
（
平
別
）
東
海
大
学
日
本
文
学
会
同
志
社
国
文
学
別
・
田
号
（
平
別
）
同
志
社
大
学
国
文
学
会
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
皿
・
皿
・
羽
号
（
平
皿
・
妬
・
別
）
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
文
学
論
藻
朋
号
（
平
〃
）
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
比
較
文
化
研
究
所
年
報
刈
号
（
平
別
）
徳
島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
年
報
編
集
委
員
会
文
学
論
叢
Ⅲ
号
（
平
別
）
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
編
集
委
員
会
二
松
朗
集
（
平
亜
二
松
學
舍
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
二
松
學
舍
大
学
論
集
印
号
（
平
エ
ニ
松
學
舍
大
学
文
学
部
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
仏
集
（
平
塑
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
国
文
目
白
別
号
（
平
〃
）
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
演劇創造ご＆・金（平別）
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
勺囚ざ日］旨い曽奇のの亘昌の⑳へ舞台芸術研究咀・四号
（平妬・別）
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
文
学
部
論
集
朋
号
（
平
〃
）
佛
教
大
学
文
学
部
仏
教
学
部
論
集
朋
号
（
平
〃
）
佛
教
大
学
仏
教
学
部
歴
史
学
部
論
集
５
号
（
平
Ⅳ
）
佛
教
大
学
歴
史
学
部
256
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
國
文
學
論
叢
帥
輯
（
平
〃
）
龍
谷
大
學
國
文
學
會
東
西
南
北
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
２
０
１
４
．
２
０
１
５
（平別・〃）
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
演
劇
映
像
弱
号
（
平
別
）
早
稲
田
大
学
演
劇
映
像
学
会
文
教
大
学
国
文
妬
号
（
平
ご
文
教
大
学
国
文
学
会
国
語
国
文
学
弱
号
（
平
妬
）
別
府
大
学
国
語
国
文
学
会
法
政
大
学
史
資
料
集
記
集
（
平
別
）
法
政
大
学
出邑崩田。、の一己〕のｚの急の一の弓『ｚ・・筥・臣（平別・町）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
国
際
日
本
学
Ｅ
集
（
平
〃
）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
日
本
文
学
誌
要
卯
・
皿
号
（
平
朋
・
〃
）
法
政
大
学
国
文
学
会
法
政
史
学
別
・
駆
号
（
平
那
）
法
政
大
学
史
学
会
大
学
院
紀
要
泥
・
門
・
測
号
（
平
朋
・
〃
）
法
政
大
学
大
学
院
研
究
と
評
論
肋
門
・
別
（
平
朋
・
〃
）法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
文
学
部
紀
要
冊
・
的
・
加
号
（
平
妬
・
〃
）
法
政
大
学
文
学
部
法
政
大
学
資
格
課
程
年
報
二
〕
軍
（
平
別
）
法
政
大
学
資
格
課
程
国
語
国
文
研
究
陥
号
（
平
迺
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
日
本
文
学
ノ
ー
ト
側
号
（
平
別
）
宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
川
筋
（
平
茄
）
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
日
本
文
学
皿
・
川
号
（
平
朋
・
〃
）
立
教
大
学
日
本
文
学
会
日
本
文
学
皿
・
川
号
（
平
朋
・
〃
）
アートリサーチニ）一・忌（平〃）
国
文
学
研
究
伽
・
川
・
川
集
（
平
別
）
ｚの言二ｈ号『ｚ・・、（平〃）
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
